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資料10－２－２ 
リスク管理債権、再生法開示債権及び自己査定の関係 

 
 

リスク管理債権 
 

 

再生法開示債権 
 

 

      自己査定 
 

 

    銀行法等に基づく開示 
 
 

 

    再生法等に基づく開示 
 
 

 

   適切な償却・引当を行う 
     ための準備作業 
 

 

      対象：貸出金 
 
 
 
 

 

  対象：貸付有価証券 
     貸出金、外国為替、 
     未収利息、仮払金、 
     支払承諾見返 
 

 

     対象：総資産 
 
 
 
 

 

   担保・引当カバー分を含む 
 
 

 

  担保・引当カバー分を含む 
 
 

 

   担保のカバー状況は分類 
     において勘案 
 

 

破綻先 
実質破綻先 

 

破綻先債権 
未収利息不計上貸出金のうち、
更生手続き開始等の事由が生じ
ているもの 

 

 

破産更生債権及びこれら 
に準ずる債権 

破産、会社更生、再生手続等
の事由により経営破綻に陥っ
ている債務者に対する債権及
びこれらに準ずる債権 

 

第 
Ⅰ 
分 
類 
 

 

第 
Ⅱ 
分 
類 

 
 

第 
Ⅲ 
分 
類 

 
 

第 
Ⅳ 
分 
類 

 
 

 

破綻懸念先 

 

 
延滞債権 

 
未収利息不計上貸出金であっ
て、上記破綻先債権及び債務者
の経営再建又は支援を図ること
を目的として利息の支払いを猶
予したもの以外のもの 

 

 

危険債権 
債務者が経営破綻の状態には
至っていないが、財政状態及
び経営成績が悪化し、契約に
従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能
性の高い債権 

 

第 
Ⅰ 
分 
類 
 

 
 

第 
Ⅱ 
分 
類 
 

 
 

第 
Ⅲ 
分 
類 
 

 
 

 

要注意先 
 

３カ月以上延滞債権 
元金又は利息の支払が、約定支
払日の翌日を起算日として３カ
月以上延滞している貸出債権
（破綻先債権、延滞債権に該当
するものを除く） 

 

 

貸出条件緩和債権 
 

経済的困難に陥った債務者の再
建又は支援を図り、当該債権の
回収を促進すること等を目的
に、債務者に有利な一定の譲歩
を与える約定条件の改定等を行
った貸出債権（上記に該当する
ものを除く） 

 

 

要管理債権 
 

３ヶ月以上延滞債権及び貸出
条件緩和債権 

 

 
   第 
   Ⅰ 
   分 
   類 
 
 
 
 

 
第 
Ⅱ 
分 
類 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

正常先 

～                ～                               ～       第Ⅰ分類 
～                ～                               ～ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 


